
これまで、ユマニチュードの哲学や技術を共に広めてくださりありがとうございます。
ぜひ今後も、共に活動いただけますよう会員資格の更新をお願いします。

事務局よりお送りしております「賛助会員/認証準備会員年度更新のご案内」メールをご確認ください。

2021年度

※今回の更新より、年会費のお支払いはより簡便なRobot Paymentに変更されます。
※会員種別の変更を希望される場合は、ご希望の会員種別にて更新手続きを行ってください｡



日本ユマニチュード学会は、優しさを伝えるマルチモーダルケア技法・ユマニチュードを通じて、誰もが「自律」

した生活を送れる社会をめざしています。第3期を迎えた2021年度では大きなあゆみがありました。

1979年にイヴ・ジネスト先生とロゼット・マレスコッティ先生が病院職員の腰痛予防の指導を依頼されて医療の

分野に足を踏み入れました。お二人は以来43年にわたり「ケアする人とは何か」「人とは何か」を考える哲学と、

哲学に基づいた愛情や優しさをケアの場において実現するための技術、言い換えると「『自分がそうありたいと

考えていることと、実際に行っていることを一致させる』ための方法」としてケア技法・ユマニチュードを創り

上げてきました。現在、フランスで多くの医療・介護施設に導入されています。

フランスではユマニチュードの研修は施設単位で実施されています。なぜならば、ケアの場において重要なのは

チームワークだからです。入居者や患者が高い質のケアを受ける際に大切なことはその継続性であり、ケアを行う

専門職の誰もが同様に実践できなければ、ユマニチュードが目指す「よいケア・よい生活の場」の実現は不可能

だからです。

この考えに賛同して職員がユマニチュードの研修を受けた施設から、「自分たちのケアの質を客観的に評価したい」

という要望が生まれました。

この現場からの強い希望で2011年に誕生したのが「ユマニチュード認証制度」です。職員と経営者がユマニチュード

を学び、入居者・患者、職員、経営者の三者がそれぞれの役割をもつ「よいケア・よい生活の場」となっているかど

うかを客観的に評価する、ケアに関する国際基準となるこの認証制度の評価基準は大変厳しいもので、約7000ある

フランスの介護施設でこの認証を取得しているのは26施設です。現在100を超える施設が認証の準備を進めています。

日本ユマニチュード学会は3年余りの準備期間を経て、日本財団の支援を受け2022年4月に「日本版ユマニチュード

認証制度」を始めました。いきなり国際水準に達することは難しいので、少しずつ山を登っていけるように認証の

到達レベルを３段階に分けました。最初の到達レベル「ブロンズ」認証には、現在20施設が取り組んでくださって

います。日本ユマニチュード学会は、多くの施設が認証を取得できるよう、さまざまな応援を行なってまいります。

本田美和子

代表理事挨拶
ユマニチュード認証制度・認証準備会員のご紹介

Humanitude Label



ユマニチュード認証制度やユマニチュードキャラバンなど、
ユマニチュードの浸透に向けた大きな取り組みが動き始めました。

・

   2021年8月　勉強会

閲覧数  pv 

会員の皆様に役立つ情報をお届けできるよう、
学術事例やイベントレポートなど月3～4記事を
定期的に配信しました。

参加者  約 名

2022年6月からスタートしたユマニチュード
キャラバンは、開始直後から多くのお申込み・
ご参加をいただいています。

中澤理事が代表となり進められているユマニチュードの

科学的な分析や人工知能やロボットを使った共同研究。

そしてそこから広がる「優しいケア」について語っていた

だきました。

   2021年11月　勉強会

ユマニチュードの施設導入に取り組んでいらっしゃる

川崎市の新百合ヶ丘介護老人保健施設の濵田さん、

長谷川さんに施設訪問型4日間研修の模様や、その後の

施設の皆様の変化、今後の課題をお伺いしました。

   2022年1月　公開座談会

フランスのユマニチュード認証施設

を訪問したインストラクターと理事

6名が登壇し、これから日本で始める

認証制度につながる考え方や行動を

話し合いました。

   2022年5月　シンポジウム

ユマニチュード認証制度のスタートに

あたり、制度の策定に尽力いただいた

施設認証準備委員の佐々木恭子氏、

早出徳一氏、山口晴保氏とともによい

ケアとは何か、そして認証制度により

広がるケアの未来について語りました。

2022年より新たに取り組む２つの施策について、会員の皆様にその意図や目指す世界観を
お伝えさせていただきました。

   2022年4月

Youtubeで研究映像（ARのシステム）をご覧いただけます 開催レポートは
こちらから！

開催レポートは
こちらから！

Youtubeで4日間の施設訪問型研修の様子をご紹介しています

映像の視聴はこちらから
映像の視聴はこちらから

約

約



第三期の注力活動である「施設認証制度」と「キャラバン」についてご報告いたします。

本人・家族、職員、経営者のすべての幸せを目指し、ユマニ
チュード5原則と生活労働憲章の実現を通じて質の高いケアを
実践している組織を育成・支援し、その輪を広げていくこと
を目的として、日本版・ユマニチュード認証制度が開始され
ました。

2022年4月

ユマニチュード認証制度の開始に伴い、多くの方にユマニチュードを
知っていただけるようキャラバンを開始しました。
2023年3月までに全国で100回開催することを目標に、認定インストラ
クターが全国の皆様に「優しさが伝わるケア＝ユマニチュード」をお
伝えしています。

オンライン開催・無料参加ということもあり、開始早々から多くの施設・団体・個人の皆様からお申込みをいただいています。
開催当初はオンライン開催に伴う見づらさや接続不良なども発生してしまいましたが、この会で初めてユマニチュードを知った、
という方も多く、参加いただいた方からも喜びの声をいただいています。

ここでユマニチュードキャラバンに参加いただいた方の声の一部をご紹介します。

ユマニチュードを多くの方に知っていただき、ケアを必要とする一人でも多く
の方に優しさが伝わるケアを届けられるよう今後も取り組んでまいります。

2022年6月

四

4月の制度開始以来、初年度パイロット事業として20事業所に
お申込みをいただき、 当学会認証準備会員としての取り組みが
始まっています。

※2022/7/20時点でのアンケート結果より
満足度：とても＋まあ満足した
関心が高まった：とても＋まあ高まった
を集計

詳細・お申込はこちらから！

認証取得に取り組む施設の活動報告等はこちら


